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「
注
文
流
通
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」10
月
開
始

ＰｕｂｔｅＸ一
般
物
流
で
コ
ス
ト
抑
え
る

出
版
流
通
の「
新
し
い
選
択
肢
」

ブックセラーズ
＆カンパニー

初
の
最
終
黒
字

参
加
書
店
６
０
０
店
に
迫
る

出版大手３社
注
文
流
通
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
参
加
表
明

講
談
社
全
書
籍
ジ
ャ
ン
ル
に
タ
グ
装
着

成田本店、さわや書店も予定

　
講
談
社
、
小
学
館
、
集
英

社
の
３
社
は
９
月
15
日
、
そ

れ
ぞ
れ
Ｐ
ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ
が

提
供
す
る
「
注
文
流
通
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
活
用

し
、
10
月
か
ら
書
店
へ
の
直

送
を
伴
う
新
た
な
流
通
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た
。
Ｐ
ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ

は
同
日
、
株
主
出
版
社
３
社

（
講
談
社
、
小
学
館
、
集
英

社
）
と
書
店
法
人
６
社
を
先

行
パ
ー
ト
ナ
ー
に
迎
え
、
取

次
各
社
と
も
連
携
し
な
が
ら

物
流
実
行
を
始
め
る
と
発
表

し
て
い
る
。

　
３
社
は
、
書
店
か
ら
の
追

加
注
文
分
を
対
象
に
、
Ｐ
ｕ

ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ
を
介
し
て
売
上
・

在
庫
デ
ー
タ
を
連
携
し
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
状

況
を
可
視
化
し
た
う
え
で
、

Ｐ
ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ
が
提
供
す
る

Ａ
Ｉ
需
要
予
測
に
基
づ
く
推

奨
値
を
参
考
に
し
つ
つ
、
出

版
社
か
ら
書
店
へ
の
直
送
を

行
う
と
し
て
い
る
。
対
象
タ

イ
ト
ル
お
よ
び
対
象
書
店
は

当
初
限
定
的
と
し
、
今
後
段

階
的
に
拡
大
す
る
。

　
ま
た
、
３
社
は
い
ず
れ

も
、
既
存
の
取
次
な
ど
流
通

事
業
者
と
の
信
頼
関
係
を
尊

重
し
、
書
店
・
取
次
・
出
版

社
・
読
者
に
と
っ
て
よ
り
良

い
か
た
ち
を
模
索
し
て
い
く

考
え
を
示
し
、
取
り
組
み
を

持
続
可
能
な
出
版
流
通
に
向

け
た
「
第
一
歩
」
と
位
置
づ

け
て
い
る
。

　
一
方
で
、
講
談
社
は
発
表

の
な
か
で
２
０
２
８
年
度
ま

で
に
全
書
籍
ジ
ャ
ン
ル
へ
の

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ
装
着
を
目
指

す
方
針
を
示
し
、
出
版
流
通

の
課
題
解
決
に
向
け
て
「
主

体
的
に
踏
み
出
す
」
こ
と
を

選
ん
だ
と
し
た
。

　
小
学
館
は
販
売
・
在
庫

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
需
要
予

測
・
受
発
注
・
物
流
の
一
体

設
計
に
よ
る
持
続
可
能
な
流

通
体
制
の
構
築
を
強
調
し

た
。
集
英
社
は
実
際
の
需
要

に
基
づ
い
た
発
行
の
設
定
で

書
店
と
在
庫
・
発
注
の
精
度

を
高
め
て
い
く
考
え
を
示
し

て
い
る
。

書店の仕入れを支える仕組みに期待
　
Ｐ
ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ
が
「
注
文
流
通

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」を
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
一
部
で
報
道
さ
れ
、
取

次
を
通
さ
な
い
書
店
直
流
通
と
し

て
物
議
を
醸
し
た
が
、
注
文
品
に

限
っ
て
出
版
社
か
ら
書
店
に
一
般

流
通
を
使
っ
て
配
送
し
、
新
刊
と

返
品
の
配
送
や
決
済
な
ど
は
従
来

通
り
取
次
が
担
当
す
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
発
想
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
同
社
が
進
め
る
Ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
需
要
予

測
の
仕
組
み
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

や
、
参
加
出
版
社
の
共
同
受
注
サ

イ
ト
を
構
築
す
る
こ
と
、
そ
し
て

一
般
流
通
を
使
う
点
に
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
業
界
に
需
要
予

測
や
受
注
サ
イ
ト
な
ど
は
存
在
し

た
が
、
あ
く
ま
で
も
メ
イ
ン
と
な

る
流
通
（
配
本
）
の
形
は
変
え
ず

に
補
助
的
な
利
用
に
と
ど
ま
っ
て

き
た
。
一
方
で
、
書
籍
流
通
に
特

化
し
た
欧
米
の
出
版
流
通
で
は
、

書
店
の
事
前
発
注
に
よ
る
仕
入
れ

を
支
え
る
た
め
、
取
次
の
需
要
予

測
に
よ
る
在
庫
精
度
、
在
庫
が
わ

か
る
発
注
サ
イ
ト
な
ど
が
前
提
と

し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
出
版
流
通
は
、
出
版

社
と
書
店
の
直
接
取
引
を
前
提
に

構
築
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
大

手
取
次
リ
ブ
リ
社
で
は
、
自
社
の

在
庫
を
書
店
に
卸
す
事
業
と
同
時

に
、
出
版
社
や
書
店
か
ら
物
流
を

受
託
す
る
事
業
も
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
全
在
庫
の
半
分
以
上
に
な

る
と
い
う
。

　
書
店
の
返
品
率
を
下
げ
て
、
書

店
マ
ー
ジ
ン
率
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
書
店
が
主
体
的
に
仕
入
れ
る

こ
と
と
、
そ
れ
を
支
え
る
仕
組
み

が
必
要
だ
。
そ
の
仕
組
み
と
し
て

期
待
し
た
い
。　
　
　
【
星
野
渉
】

2026.9.29

株式会社交通タイムス社株式会社交通タイムス社

原稿料支払いの煩雑さを解消原稿料支払いの煩雑さを解消
支払管理システムで効率化支払管理システムで効率化

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

木
村
執
行
役
員
（
左
）
と
原
氏

毎回 20 万人以上が来場する「大阪オートメッ
セ 2026」の会場

同
社
の
主
要
雑
誌

　自動車情報誌『CAR トップ』をはじめ、
車種別の専門誌・ムック、Web メディア、
そしてモーターショーなどのイベントを手
がける株式会社交通タイムス社は、光和コ
ンピューターの販売管理・支払管理システ
ムを導入し、支払い業務を効率化するなど
効果を上げたという。

株式会社交通タイムス社
創　業：1954 年 9 月
代表者：宮木敏也
資本金：1000 万円
従業員：42 人
所在地：〒 101-0054　東京都千代田区
　　　神田錦町 3-13-7　名古路ビル本館 8階

雑誌・Web・イベントを展開
　同社は 1954 年の設立から 70 年余りの歴史を持
つ自動車専門の雑誌出版社。雑誌・Web・イベ
ントの 3 本柱で事業を展開する。
　雑誌は、月刊誌『CAR トップ』をはじめとし

　そうした業務の効率化のため同システムに切り
替えた。経理部では原稿料の支払いに加え、ライ
ターに交付する支払い調書の発行にもシステムを
活用しており、煩雑だった事務作業の負担軽減に
つながっているという。

システムで煩雑な
　　　　　作業を効率化

　同社は、2019 年に光和コンピューターの「販
売管理システム」と「支払管理システム」を導入。

「支払管理システム」では外部ライターへの原稿
料支払い業務を効率化している。
　以前は各媒体の担当者がエクセルで原稿料の支
払いを管理していたため、作業が煩雑だったとい
う。経理部・総務部の原さおり氏は「各媒体で外

て、隔月刊誌『GT-R Magazine』、季刊誌『Xa 
CAR 86 ＆ BRZ Magazine』、 季 刊 誌『only 
Mercedes』、ムック『HIACE style』、ムック

『SUBARU MAGAZINE』などを定期刊行する
のをはじめとして、不定期刊のムックを年間 30
～ 40 点発行する。
　看板誌『CAR トップ』は新車情報を幅広く
扱う総合誌だが、いまは『Xa CAR 86 ＆ BRZ 
Magazine』や『GT-R Magazine』といった車
種を絞った雑誌・ムックが目立つ。読者の嗜好の
変化によって特定車種を詳しく紹介するモデル別
の専門誌・ムックが増えたという。
　執行役員販売・制作・経理・総務部部長の木村
敏勝氏は「総合車情報誌が数十万部という時代が

も 30 ～ 40 点に達する。国産の人気車種を中心に
ラインアップを組む一方、メルセデス・ベンツを
専門に扱う『only Mercedes』や、フィアット、
ポルシェを扱うムックも一定の読者を確保してい
る。人気車種のタイトルは読者の反応が良く、パー
ツメーカーからの広告出稿も根強いという。
　一方、同社は雑誌事業を主軸としつつ、「WEB 
CARTOP」をはじめとする四つの Web メディ
アを運営する。加えてイベント事業では、今年 2
月開催で21万3403人が来場した「大阪オートメッ
セ」、昨年始まり今年 5 月に 4 万 2588 人を集めた

「オートメッセ in 愛知」、GT-R愛好家向けの「R's 
Meeting」などを主催する。オートメッセは家
族連れの来場者が多く、子ども向けのモビリティ
体験コーナーを設けるなど、次世代の車ファン獲
得にもつなげている。
　同社では雑誌企画とイベント、Web を連動
させ、取材で得たコンテンツを誌面とイベント、
Web で展開するなど、収益源の広がりを模索し
ている。

部に依頼しているライターさんが多くて、1 カ月
で 300 件ぐらいになります。各誌にまたがって書
いてくださっている方の分をまとめたりするの
で、かなり煩雑でした」と話す。

ありましたが、だんだ
んニッチなマニアの
方が増えてきたので、
徐々に専門的により詳
しい情報へのニーズが
増えて、そちらの方が
売上も良くなってきて
います」と細分化の傾
向を説明する。
　ムックの刊行点数は
ピーク時で年 50 点ほ
ど に 上 っ た が、 近 年

　
Ｐ
ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ
は
９
月
15
日
、
10
月
か
ら
「
注

文
流
通
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
始
す
る
と
発
表

し
た
。
注
文
品
を
対
象
に
、
出
版
社
か
ら
書
店
に

一
般
物
流
で
配
送
す
る
流
通
網
を
構
築
し
、
書
店

に
発
注
推
奨
数
を
提
示
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
出
版

社
横
断
受
発
注
サ
イ
ト
な
ど
を
整
備
。
こ
こ
で
生

じ
た
効
果
を
原
資
と
し
て
参
加
す
る
書
店
や
取

次
、
出
版
社
な
ど
に
還
元
す
る
。
開
始
時
点
で
は

株
主
出
版
社
３
社
（
講
談
社
、
小
学
館
、
集
英

社
）
と
書
店
６
法
人
が
参
加
す
る
が
、
そ
の
後
は

業
界
の
オ
ー
プ
ン
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
発
展

さ
せ
、
参
加
出
版
社
・
書
店
を
広
げ
、
出
版
流
通

の「
新
し
い
選
択
肢
」と
し
て
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
モ
デ
ル
確
立
を
目
指
す
。（
１
面
に
関
連
記
事
）

　
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

書
店
が
出
版
社
に
追
加
注
文

す
る
「
注
文
流
通
」
を
対
象

に
、
参
加
書
店
に
発
注
推
奨

値
を
示
し
、
書
店
か
ら
注
文

が
あ
っ
た
参
加
出
版
社
の
対

象
書
籍
を
、
協
力
会
社
の
物

流
網
を
活
用
し
た
一
般
物
流

で
書
店
へ
届
け
る
。
商
流
や

新
刊
の
送
品
物
流
、
返
品
物

流
は
従
来
通
り
取
次
各
社
が

担
う
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
特
徴
と

な
る
の
が
、
出
版
物
専
用
の

物
流
網
を
新
設
せ
ず
一
般
物

流
を
活
用
す
る
点
。
株
主
で

あ
る
丸
紅
の
全
国
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
配
送

地
域
や
荷
量
に
応
じ
た
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
な
輸
送
を
選
択

す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
抑
え

る
。
発
表
で
は
、
オ
フ
ィ
ス

用
品
を
日
々
配
送
し
て
い
る

協
力
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
積
載

率
を
引
き
上
げ
る
例
を
示
し

て
い
る
。

　
出
版
社
横
断
の
受
発
注
サ

イ
ト
は
、
書
店
が
推
奨
値
を

参
考
に
複
数
出
版
社
の
書
籍

を
一
つ
の
サ
イ
ト
で
発
注
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

現
状
、
株
主
出
版
社
の
受
発

注
サ
イ
ト
は
、講
談
社
の「
Ｗ

ｅ
ｂ
ま
る
こ
」
と
、小
学
館・

集
英
社
の「
Ｓ
―
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
横
断
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
発
注
で
き
る
仕
組
み
に
す

る
。

　
ま
た
、
出
版
社
が
同
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
専
用
の
在
庫

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
書
店

は
発
注
時
に
着
荷
日
と
入
荷

数
を
把
握
で
き
、
販
売
計
画

を
立
て
や
す
く
な
る
。

　
さ
ら
に
、
印
刷
・
製
本
な

ど
の
製
造
計
画
と
倉
庫
・
配

送
な
ど
の
物
流
計
画
を
一
体

で
設
計
し
、
在
庫
・
コ
ス
ト

を
最
適
化
す
る
「
製
造
・
物

流
計
画
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
。

書
店
の
規
模
や
エ
リ
ア
に
応

じ
た
最
適
発
注
量
・
頻
度
を

物
流
効
率
も
含
め
て
算
出
す

る
な
ど
し
て
、
需
要
に
応
じ

た
柔
軟
な
補
充
サ
イ
ク
ル
に

よ
り
過
剰
在
庫
と
機
会
損
失

の
抑
制
を
図
る
。

　
同
社
は
す
で
に
先
行
し
て

い
る
①
業
界
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）

と
②
Ａ
Ｉ
需
要
予
測
に
基
づ

く
推
奨
値
に
加
え
て
、
今
回

の
注
文
流
通
、
出
版
社
横
断

サ
イ
ト
、
製
造
・
物
流
計
画

シ
ス
テ
ム
を
一
体
で
提
供
す

る
こ
と
で
、
返
品
に
よ
る
ロ

ス
と
品
切
れ
に
よ
る
機
会
損

失
を
同
時
に
減
ら
す
。
こ
う

し
て
出
版
社
に
生
ま
れ
る
効

果
を
原
資
と
し
、
返
品
削
減

や
売
上
拡
大
と
い
っ
た
成
果

に
応
じ
て
還
元
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
。

　
ブ
ッ
ク
セ
ラ
ー
ズ
＆
カ

ン
パ
ニ
ー
（
Ｂ
Ｓ
＆
Ｃ

ｏ
．）
は
こ
の
ほ
ど
第
３

期
（
２
０
２
５
年
６
月
１

日
～
26
年
５
月
31
日
）
決

算
を
発
表
し
た
。
23
年
の

創
設
以
来
初
の
最
終
黒
字

と
な
っ
た
。
利
益
額
は
２

万
４
０
０
０
円
だ
っ
た
。

　
広
報
担
当
者
は
、
黒
字

の
主
な
理
由
に
つ
い
て

「
取
引
出
版
社
・
参
加
書

店
の
拡
大
に
伴
い
直
取
引

紙
に
回
答
し
た
。

　

25
年
度
の
直
取
引
高

（
純
仕
入
［
仕
入
―
返
品
］

／
本
体
価
）
は
１
３
４
億

３
０
０
０
万
円
。
前
年
同

期
比
５
倍
超
に
ま
で
伸
長

し
た
（
販
売
コ
ミ
ッ
ト
・

返
品
ゼ
ロ
合
算
）。

　
直
近
の
参
加
書
店
数
は

61
法
人・５
７
１
店
舗
。契

約
出
版
社
は
包
括
契
約
が

25
社
、
単
品
買
い
切
り
が

５
社
（
い
ず
れ
も
26
年
９

手
・
青
森
）
６
店
舗
の
参
加

も
予
定
し
て
い
る
。

高
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
営

業
収
益
増
。
黒
字
化
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
Ｂ

Ｓ
＆
Ｃ
ｏ
．
自
体
の
利
益
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で

は
な
く
、
参
加
書
店
の
利
益

改
善
が
最
優
先
事
項
」
と
本

月
時
点
）。26
年
10
月
に
は
成

田
本
店（
青
森
）４
店
舗
、
Ｂ

ｏ
ｏ
ｋ 

Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ 

ひ
ら

が
き 

エ
イ
ス
ク
エ
ア
店（
滋

賀
）、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
あ
ん
と

く
（
福
岡
）
３
店
舗
、
同

11
月
に
は
さ
わ
や
書
店 （
岩


